
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

A A 教務
学年

A A 進路

A A 教務
学年

A A 生徒指導
保健

A A 保健

A A 生徒会

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 A A 管理職

●特別支援教育の充実 A A 保健

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標
国内初の陶磁器工芸学校の伝統を継承するセラミック科、デザイン科を持つ西部地区の定時制高校として、ものづくりを通して生涯学び続け、挑戦し続ける生徒を育成する。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立有田工業高等学校（定時制）

１　前年度

　　評価結果の概要

・全校生徒４０名中、中学時の不登校が３８％、特別支援等の配慮を要する生徒が２３％在籍する中、出席率９０％超は、本校が生徒にとっての居場所となっていることの証だと考えられる。少人数の利点を生かした個別の学習体制をさらに整え、生徒の学力の向上を目指したい。
・特別支援、教育相談では、専門家との連携による生徒支援を行うとともに、養護教諭、栄養士からは生徒の健康面についての指導等を行い、保健厚生部を中心とし、生徒の学校生活全般で全職員が協力して対応することができた。
・生徒へのアルバイトの斡旋を積極的に行うことで、生徒の社会性と就業意欲の向上を図ることができた。卒業学年の進路も例年より早い時期に全生徒決定することができた。
・業務改革・教職員の働き方改革については、勤務時間と休憩時間の切替を明確にし、個々の業務に対する意識の向上に努めた。各部署の業務についても職員間の報告・連絡・相談で連携し、業務改善につながるよう努力した。会議資料等のペーパーレス化については今後検討を進めたい。

４　本年度の重点目標

①　出席率の向上と教育活動の充実
②　あいさつ、服装、マナー指導の徹底と思いやりの心の醸成
③　進路保障に繋ぐ学力向上、資格取得、部活動
④　生徒、職員の心身の健康増進

・ものづくりに関しての興味・関心を持つ生徒。
・専門的な知識・技術を身につけるために、各学科の学びや資格取得に積極
的に取り組もうとする生徒。
・地域や社会に何かの形で貢献したいという意欲のある生徒。

・ものづくりに必要な、基礎学力と専門的な知識・技能を習得できる授業を行い
ます。
・学校行事・ホームルーム活動や部活動、地域との連携などによる協働活動を
通して、社会人としての基本的な姿勢や思いやりの心、自律心を伸ばします。
・生徒会活動や資格取得・コンテスト参加について、生徒の主体的、自発的な
取組となるようにサポートを積極的に行います。
・生徒それぞれが個性や長所を把握できる取組や、4年間を見通したキャリア
教育で、生徒の進路意識を育み、進路実現につなげます。

・自己や他者、地域を愛し、地域から愛される生徒
・ものづくりを通して、生涯学び続け挑戦する生徒

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付け
る教育活動

〇学校評価生徒アンケートの「心の教育」の項目の平均値「３．３」以
上を目指す。

・生徒の実態を考慮し、地域社会や学校生活との関連性を踏まえた特別
活動の年間計画を策定する。
・学校行事や講話等の感想文をキャリアパスポートに保管させることで、
生徒自身の考えや気持ちを将来への展望に繋げるようにする。

・開校記念行事では、窯業技術センター窯業人材課課長様に地域
産業の素晴らしさについて講話をいただき、本校の各学科で学ぶこ
との意義について考えを深めることができた。
・講話・講演会では毎回感想文の記入を実施し、生徒それぞれが自
分の考えを整理し、感想として書くことができている。

・生徒の今後の生活で必要な情報について、就労、交通安全、犯罪被
害防止、食育・保健などの講話を計画的に実施し、将来の生活に必要
な事について考える機会を作ることができた。
・講話の感想等は各担任でキャリアパスポートに綴じ、継続的な進路
指導で活用できるように保管した。

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

〇出席率の向上
○基礎学力の向上と学習意欲の喚起

〇出席率９０％以上を目指す。
〇「学校評価保護者アンケート」（年２回実施）の「学力の向上」の項
目の回答の平均値「３．２」以上を目指す。
〇「学習に関するアンケート」（生徒対象）の回答の平均値「３．２」以
上を目指す。

・

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取り組みの充実 ○学校評価・保護者等アンケートにおいて、いじめに関する学校の
取り組みの項目がＢ判定以上を目指す。

・欠席が長期間になる生徒については、定期的に担任より保護者へ
の連絡を取り、生徒状況の把握に努めた。医療機関への受診により
回復し、前期期末考査の受験ができた。前期の出席率は９１．２％と
目標数値を超えることができた。
・授業力向上、改善のために、学習に関するアンケートを全教科で実
施し、授業改善の一助とした。

・1月末までの出席率は９２％で、前期の出席率よりもよくなった。
・11月に授業力向上のための相互授業参観を実施し、コメントシート等
で職員間で互いの授業についての意見交換を行うことができた。
・授業の欠課時数が心配な生徒には、学習意欲が持続できるように、
担任や教科担当からこまめな声掛けを行い、授業への出席を含めた
意欲向上に繋がった。

・

●業務効率化の推進と時間外在校時間の削減。 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守する。 ・週1回の定時退勤日を設定する。
・会議資料のペーパーレス化で事前の閲覧ができるようにし、会議時間
の短縮を図る。
・職員間の意思疎通と報告・連絡・相談を徹底し、業務分担と互いに助け
合う環境作りに努める。

・月の時間外在校等時間が45時間を超える職員は4月2人、5月2人
の延べ4人。6～9月は0人。割合にして2.8％。業務の効率化を推進
し、平均時間も4月18時間56分から9月12時間19分へ減少できてい
る。
・夏季休業中に6日間、学校閉庁日を設定し、教職員が休暇を取得
しやすい環境を整備した。

・教職員の「月の平均時間外在校等時間」については、2024年度1月
時点で9時間53分と、2023年度1月時点の15時間22分よりも大幅に削
減できた。また、「月時間外在校等時間の45h及び80h及び100h超過
者」については、2023年度よりも2024年度が45h超過者が5名減とな
り、80h超過者2名及び100h超過者1名が共に0名となった。
・職員へ会議資料を事前配布し、会議時間の短縮を図った。

●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」

●健康によい食事をしている生徒の割合７０％以上を目指す。
〇「健康・体つくり」には規則正しい生活習慣が必要であることを理
解できる生徒８０％以上を目指す。

・毎日の「生活チェック表」を記入することで、生徒自身が生活習慣を見直
し、改善を心掛けるような意識付けをする。
・給食喫食率が低い生徒への声掛けを積極的に行い、食の大切さを伝え
るとともに,給食室への入室を促す。
・生徒と保護者等を対象に、健康意識を調査するアンケートを実施し、健
康管理能力を高めるような指導を行う。

・毎日の「生活チェック表」を担任・養護教諭が確認し、生徒の基本的
生活習慣の把握と生徒への声掛けをおこなうなど、生徒の生活習慣
改善に職員が協力して取り組むことができている。
・喫食率が低い生徒への声掛けを継続して行うことができている。
・食育講話を実施して、食と健康に関する知識について理解を深め
るような指導を行うことができている。

・「健康に良い食事をしている」生徒は70％とやや目標に届かなかった
が、「健康・体つくり」には規則正しい生活習慣が必要であることを理解
できる生徒は100％となり、目標を大幅に上回ることができた。
・「生活チェック表」記入を通じて、生徒自身が自分の基本的生活習慣
について毎日確認することができた。また、担任・養護教諭が生徒の
基本的生活習慣を把握し、喫食率向上・改善へと働きかけることがで
きた。
・「保健だより」「給食だより」を定期的に発行し、生徒が食と健康に関
する幅広い知識を身に付けることができた。
・食育講話では、適切な食事を選択すること、栄養素について知ること
により自分の食生活を見直す講話を行い、外食する際の食事の選び
方や総菜等の栄養素の見方を説明し、給食に置き換えてバランスの
良い献立を考えさせた。その際ワークシートを活用し、主体的に取り組
ませた。

・

・欠席が多い生徒・保護者に対して、欠席日数・欠課時数を定期的に伝
える。
・生徒の学習意欲の向上のために、教師の指導法の改善と学力の定着
を目的とした、職員相互の授業見学と公開授業を実施する。
・生徒が落ち着いて学習できる環境をつくるために、教育相談や特別支
援教育を中心として各分掌間で連携し、生徒支援体制を整える。

・４月当初より進路意識向上に関する指導を行った。また例年より早
期（７月初旬）に、面接指導等の対策を始めた。
・夏期休業中に、卒業予定生徒に対しては登校日を設定し、就職へ
の意識を高めたり、履歴書・面接の指導を行った。
・ハローワーク等関係機関と連携し、就職に向けての情報提供を密
に行った。
・進学・奨学金に関する情報を提供し、進学への意識を高めるように
している。

・7月初旬から就職・進学への準備を本格的に始めたことで見通しを
持って情報収集ができた。また手厚く面接練習等を行い十分な対策を
することができた。
・生徒個々の能力や希望に応じた進路選定に務めた。
・ハローワーク等関係機関との連携に努めた。
・本校全日制の進路担当との情報共有を密にすることで、大学指定校
推薦合格等に役立った。
・適宜、奨学金に関する情報を生徒に提供し進学への意識も高まっ
た。

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・生徒、保護者等に向け年３回のアンケートを実施する。
・日頃から生徒の状況を職員全体で共有し、生徒の変化があった場合に
は速やかに面談・情報共有・保護者等に連絡を行う。
・月1回「心のチェック」を実施し、気になる生徒への早期対応を確実に行
う。

・定期的に学校生活調査アンケートを実施した。生徒・保護者による
学校評価アンケートではいじめに関する項目で全てA評価である。記
入内容を踏まえ、個別面談、職員間の情報共有を行うことができて
おり、保護者への連絡、意見交換も適宜行うことができている。
・毎日、生活チェック表で心の健康状態を記入させている。また、月
末には「心のチェックシート」を記入させるなど、担任・養護教諭を中
心に、気になる生徒への早期対応に努めることができている。

・生徒・保護者に向けた年3回の学校生活調査アンケートをはじめ、日
頃から生徒の変化について教職員間で情報共有を図り、組織的に対
応することができた。生徒、保護者による学校評価アンケート（いじめ
に関する項目）は全てA評価であった。
・「生活チェック表」記入（毎日）と「心のチェックシート」記入（月１回）を
実施し、担任・養護教諭を中心に、いじめの早期発見・早期対応を心
がけることができた。また、スクールカウンセラーの来校日を、日報等
を用い職員・生徒へ積極的に周知し、生徒が相談しやすい環境の整備
に努めることができた。

・

・生徒の様子に応じて担任や関わりのある職員が面談をしたり、ス
クールカウンセラーの利用を勧めたりして、生徒が相談できるように
ように努めている。
・生徒連絡会等で生徒の様子や配慮の仕方について情報共有を行
うことができている。
・9月に全教職員による特別支援教育研修を行い、発達障害のある
生徒への支援について理解を深めた。

・日ごろの生徒の職員への相談状況やスクールカウンセラーへの相談
状況から、生徒との信頼関係を築きながら、生徒が相談しやすい環境
をつくることができたと思われる。
・11月開催の特別支援教育委員会では、参加者を委員だけでなく全職
員とし、支援を要する生徒の経過や今後の支援について情報共有し、
一貫した支援を行うことができた。
・特別支援教育研修会の資料の回覧をしたり、抜粋した内容を配布し
たりして、教職員の理解向上に繋がるようにした。

・

具体的取組

・第１回目学校評価アンケート「生徒会活動」項目の平均値は保護者
「3.2」、生徒「3.21」、職員は「3.8」と目標値を上回った。
・生徒が主体的に文化祭などの生徒会行事準備に取り組むことがで
きている。

・第2回目学校評価アンケート「生徒会活動」項目の平均値は保護者
「3.33」、生徒「3.35」、職員は「3.8」と目標値を上回った。
・生徒会行事を協力して準備運営することで社会性を身に付けること
に繋がった。また、定時制60周年記念企画では、県出身アーティストと
全校生徒・職員で作品を完成させることができた。

６　総合評価・

　　次年度への展望

・6月から9月までの出席率が９０％前後だったため、１０月以降、欠席が気になる生徒への担任からの細やかな声掛けと家庭への連絡を継続的に行った。その結果、後期は生徒の自覚も芽生え全体の出席率が９２％まで回復することができた。今後も長期的な生徒観察と根気強い指導が必要である。
・今年度は、医療機関との連携が必要な生徒が数名いた。専門家からのアドバイスを参考にしながら慎重な対応を心掛け、生徒の体調回復も視野に入れた支援を行った。今後も、生徒の状態について全教職員で共有しながら組織的な対応をしていきたい。
・進路指導では、早めの情報収集と面接練習の時間を十分にとり、生徒の意欲の向上を図ることができた。特性を持つ生徒への就職指導については、医療機関の協力を得て卒業後も適性を見ながらの就労支援を行ってもらうことになった。このような特性を持つ生徒の進路指導は開拓の余地が残されている。
・会議資料のペーパレス化や、校時の調整による放課後時間の確保が、業務時間として有効に活用され、教職員の在校時間も大幅に減少できた。

セラミック科
デザイン科

○地域産業との連携

★本科生や聴講生制度の取り組みをセラミック科・デザイン科
の特色も交え、セラミック科展やデザイン科展、卒業制作展等を
通し地域へ発信する。

○授業や聴講生講座終了後にアンケートを取り、地域へ作品等を発
信したことへの自己評価７０％達成を目指す。

【本科生】
地域産業に貢献できる技術者育成を目指し、特色ある授業を展開して指
導する。
【聴講生】
地域産業技術者の技能向上のため、窯業コースはろくろ成形の技術習
得、デザインコースは最先端の知識・技能の取得を目指す。

A

・窯業コース聴講生は日々高い目的意識をもって授業に取り組まれ
ている。課題毎に提出される作品も高いレベルとなっている。
・デザインコース聴講生は、生徒との合同授業により作品講評会や
生徒交流などで、互いに良い刺激となっている。 A

・セラミック科の校内外活動（セラミック科展（佐賀市・福岡県）、本校文化祭
や卒業制作展）において、聴講生の作品展示及び聴講生制度を紹介し、同
制度の周知に努めた。聴講生も日々熱心に研鑽を積まれている。
・デザインコース聴講生は生徒と共にデザインを学び、制作活動や作品講評
会等で互いの色彩感覚や技術面を高め合うことができた。また、デザイン科
展や文化祭、卒業制作展での作品展示によりモチベーションアップにも繋
がった。

A

・生徒が経験した学校行事を月平均6つ、学校ホームページへ掲載
し校内外に発信できている。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合89.2％、教
職員の割合95.7％と目標を上回っている。 A

・学校行事や全国大会、県大会等、生徒の活躍を学校ホームページへ
掲載し、学校の魅力を校内外へ発信できている。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合8１.0％、教職
員の割合95.0％と目標値を上回ることができた。

管理職
教務

主な担当者

●学力の向上 ○基礎学力向上を目指すことにより、進路実現へ繋いでいく ◎就職率・進学率を１００％にする。 ・就業率を上げるための進路指導を行う中で過去問題やSPI対策の充実
を図る。
・基礎学力向上のため、国・数・英での小テストを行っていく。

●健康・体つくり

○生徒会活動と部活動を通じ社会性を身に付けさせる。 〇学校評価生徒アンケートの「生徒会活動」の項目の平均値「3.0」以
上を目指す。

・各部活動において礼儀作法指導や他者と協力して成果を得る活動を行
う。
・協調性や達成感を得る主体的な生徒会活動を実践する。

〇情報発信

〇学校の魅力発信と広報活動の充実 〇自分の学校を中学生に進めることができる生徒の割合８０％以
上、教職員の割合８５％以上にする。

・部活動等での生徒の活躍を学校新聞や学校ホームページを通して学校
内外に発信する。

〇「困り感」を有する生徒をサポートする教育の充実。 ○「困ったときに相談する相手が分かっているか。」、「困ったことが
あったときに相談することができたか。」等のアンケートを実施する。

・生徒・保護者が希望する配慮や支援について、職員間で情報共有を
行ったり、生徒が相談しやすい環境を整えたりする。
・毎週生徒連絡会を行い、配慮が必要な生徒への支援について、情報交
換を行う。
・特別支援教育に関する教職員のスキルアップを目指し、研修で学んだ
ことについて、紙媒体で提供したり、伝達講習会を行ったりする。

重点取組


